
メンテナンスキット

サビが発生した場合でも同梱のサビ落とし剤をお使い頂ければ塗るだけで放置して、擦らずに落とせます。　

日々のお手入れ・もしもの時にも便利な「メンテナンスキット」

3,000 円（税込3,300円）メンテナンスキット

・ 看板・銘板等、表面積が大きい場合は2セットお買い求め頂く事をお薦めします。　・ 別途送料がかかります。

・マイクロファイバーウェス ・スプレー容器(水洗い用)・サビ落とし剤(ステンレス専用)  ・拭き取り用紙 ・使い捨て手袋(ゴム製)

※ご使用方法・ご使用上の注意をよくお読みになり正しくお使いください。
※本製品は予告なしに内容を変更する場合がございます。予めご了承ください。

注  意

■お手入れ方法

汚れが軽い場合 ホコリやチリ等を取り除き、水で濡らしたやわらかい布で拭いた後、から拭きしてください。

中性洗剤を薄めた液で汚れを落とし、洗剤が残らないようにしっかり水洗いした後、やわらかい布でから拭き
してください。

汚れがひどい場合

アルミニウムは強度・耐食性に優れ、鉄などに比べサビにも強い素材ですが、ステンレスと同じく絶対にサビない金属ではありません。
使用条件や環境によっては、金属粉・塩分・砂や泥・排気ガス等の大気中の汚れによる「もらいサビ」を受けることがあります。
アルミ製品表面に付着したまま放置しますと、腐食の原因となる事があります。定期的なお手入れをして頂きますと、
アルミの美しい光沢を保つ事ができます。

■アルミニウムの特性

※台風や雨上がりの後は、目安に関係なくお手入れされることにより、酸性雨等のダメージを防ぐことができます。

※台風や雨上がりの後は、目安に関係なくお手入れされることにより、酸性雨等のダメージを防ぐことができます。

■お手入れ回数の目安（回／年）

※酸性洗剤・アルカリ性洗剤・シンナー・ベンジン等は、腐食の原因となる恐れがありますので使用しないでください。
※金属性のブラシ・やすり・金属たわし等は製品表面をキズつける恐れがありますので使用しないでください。
※いずれの場合も必ず十分に水拭きをして、洗剤などが残らないようにしてください。 放置しておくと、サビの原因になります。   

※いずれの場合も必ず十分に水拭きをして、洗剤などが残らないようにしてください。
※シンナー・ベンジン・みがき粉・タワシなどを使って清掃しないでください。変色・キズ・破損・塗装ハクリをおこす原因になります。
※表札をお手入れする場合は、文字・イラスト等を拭かないでください。

注  意

製品のお手入れについて

※いずれの場合も必ず十分に水拭きをして、洗剤などが残らないようにしてください。 放置しておくと、サビの原因になります。
※シンナー・ベンジン・みがき粉・タワシなどを使って清掃しないでください。変色・キズ・破損・塗装ハクリをおこす原因になります。
※表札をお手入れする場合は、文字・イラスト等を拭かないでください。注  意

もらいサビ例

ステンレスは鉄を中心とした合金です。合金内に含まれているクロムが空気中の酸素と結びついて皮膜を形成して表面を保護しています。
この皮膜のおかげで、サビにくい状態になっています。しかし表面の酸化皮膜(保護皮膜)がなにかの原因でキズつけられ、その皮膜の再生に
必要な空気中の酸素がしゃ断された状態で放置されると、その部分がサビる事があります。ただ初期の段階では、内部まで浸食される事は
ほとんどなく、サビの部分を除去すればもとの表面状態をとりもどすことができます。
サビが発生しやすくなる主な原因は以下のようなものがあります。

サ
ビ
の
主
な
原
因

①海岸地帯（特に10km圏内）の潮風に含まれる塩分

②指紋のあとや手あか

③工事あるいは車両の走行の際、飛散する土砂、ホコリ、鉄粉

④自動車の排気ガス中に含まれる亜硫酸ガスなど

⑤各種工場、ごみ焼却場、ビル冷暖房設備などから発生する

　すすや排気ガス

⑥油脂類、セメントなど

⑦温泉地帯で発生する腐食性ガス

汚れが軽い場合

汚れがひどい場合

サビた場合

ホコリやチリ等を取り除き、水で濡らしたやわらかい布で拭いた後、から拭きしてください。

中性洗剤を薄めた液で汚れを落とし、洗剤が残らないようにしっかり水洗いした後、やわらかい布でから拭き
してください。

市販の中性サビ落とし剤（ジェル状がおススメ）をご利用いただき塗装周辺は擦らずに処置を行ってください。
※ 弊社でも販売しております。

弊社製品で使用しておりますステンレスは「SUS304」という、ステンレスの中でも耐食性に優れた
上質なサビにくい素材を使用しておりますが、絶対にサビない金属ではありません。　

使用条件や環境によっては、鉄粉、塩分、その他の異物の付着による「もらいサビ」を受けることがあります。
末永く美しい状態を保つために、定期的な“お手入れ”をお願いします。

■ステンレスの特性

■お手入れ回数の目安（回／年）

■お手入れ方法

「ステンレス製品」 のお手入れについて

真鍮、ブロンズ（銅）の最大の特徴は、独特の美しい色調と経年変化による味わいです。
真鍮、ブロンズ（銅）製品は空気に触れると酸化し、褐色→黒褐色、緑青色へと推移します。
弊社製品は変色の進行を遅らせるため、クリアー塗装によるコーティングを行っておりますが、クリアー塗装は空気を完全に遮断する
ことはできませんので、環境によって時期は異なりますが、変色は避けられません。 緑青は、水に溶けにくく無害です。

汚れが軽い場合

汚れがひどい場合

ホコリやチリ等を取り除き、乾いた柔らかい布で、傷をつけないように拭き取ります。
雨上がりに行いますと酸性雨による腐食を防ぐことができます。

製品についている汚れを洗い流します。水で濡らした柔らかい布で傷をつけないように拭き取ります。
汚れが目立つ時は中性洗剤を薄めた液で汚れを落とし、洗剤が残らないようにしっかり水洗いした後、
やわらかい布でから拭きしてください。

■お手入れ方法

■真鍮・ブロンズ(銅)の特性

※酸性洗剤・アルカリ性洗剤・シンナー・ベンジン等は、腐食の原因となる恐れがありますので使用しないでください。
※金属性のブラシ・やすり・金属タワシ・研磨剤入りのワックス等は製品表面をキズつける恐れがありますので使用しないでください。
※いずれの場合も必ず十分に水拭きをして、洗剤等が残らないようにしてください。 注  意

「真鍮・ブロンズ（銅）製品」 のお手入れについて

「アルミニウム製品」 のお手入れについて

表札も家や車、庭のお手入れと同じ!!
末永く美しい状態を保つ為には日頃のお手入れが欠かせません。

■お手入れ方法

汚れが軽い場合 水で濡らしたやわらかい布で拭いた後、から拭きしてください。

中性洗剤を薄めた液で汚れを落とし、洗剤が残らないようにしっかり水洗いした後、やわらかい布でから拭き
してください。

汚れがひどい場合

当社の商品で使用しておりますチタンは純チタンです。チタンは「高耐食、高強度、軽量」という特性があり、航空機や海浜地区の建築物など
多岐にわたって使用されておりますが、鉄粉、塩分、その他の異物が表面に付着してしまうことはありますので、定期的なお手入れを
お願い致します。

■チタンの特性

「ステンレス用復活洗浄剤」など用途以外の物を使用してのメンテナンスは絶対にお避けください。（※チタンが変色してしまう恐れがございます。）
注  意

「チタン製品」のお手入れについて

サビが付着した場合 市販の中性サビ落とし剤（ジェル状がおススメ）をご利用いただき塗装周辺は擦らずに処置を行ってください。

※表面がヘアライン仕上の場合、必ずヘアラインの目に沿って文字イラスト部分を避けて拭いてください。

※表面がヘアライン仕上の場合、必ずヘアラインの目に沿って文字イラスト部分を避けて拭いてください。

【台風通過後は早めのお手入れをお願いします】
台風の後は、強風で運ばれた「海水や砂塵（土壌に含まれる塩分）」が表面に付着し、そのまま放っておくと

変色・サビ（腐食）など「塩害」の原因となります。台風通過後は必ず水洗いで付着した塩分を除去し、

柔らかい布で拭き上げてください。なるべく早くお手入れすることが重要です。

【高圧洗浄機は使用しないでください】
いずれの製品に対しても、高圧洗浄機は絶対に使用しないでください。塗装の剥離や変形等、

製品を傷める原因となります。

お手入れ回数 １ 1～2 2～3

田園地帯・山間地帯 海岸・街道地帯

2

工業・商業地帯 臨海工業地帯

お手入れ回数 2～4 4～6 8～10 10～15

田園地帯 市街地

6～8

道路・線路の側 工業地帯 海岸地帯
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